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は
じ
め
に 

９
月
１８
日
、
天
満
屋
ア
リ
ス
の

広
場
前
で
柳
条
湖
事
件
（
満
州
事

変
）
８３
周
年
の
横
断
幕
と
日
中

友
好
の
旗
を
立
て
て
街
頭
宣
伝
を

し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
竹
内
理
事
長
、
宇

野
支
部
長
、
真
田
副
理
事
長
、
小

林
事
務
局
長
、
河
井
理
事
、
井
上

い
つ
も
励
ま
さ
れ
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。 

め
ア
ジ
ア
の
人
々
２
，
０
０
０
万

人
、
日
本
人
３
１
０
万
人
の
命
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。
９
月
１８
日
は
日

本
人
に
と
っ
て
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
日
で
す
。 

三
、
私
た
ち
日
中
友
好
協
会

は
、
一
九
五
〇
年
に
結
成
し
て
以

来
、
か
つ
て
の
侵
略
戦
争
の
反
省

か
ら
、
二
度
と
日
本
と
中
国
が
戦

う
こ
と
の
な
い
よ
う
「
日
中
不
再

戦
」
の
旗
を
高
く
掲
げ
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 竹
内
理
事
長
と
井
上
監

査
に
は
頭
が
下
が
る 

 

さ
て
、
竹
内
理
事
長
（
８７
才
）

は
、
マ
イ
ク
を
も
っ
て
「
勿
忘
＂
九
・

一
八
„
」
と
書
い
て
あ
る
帽
子
を

被
り
、
張
り
の
あ
る
声
で
、
日
本

と
中
国
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
の

た
め
に
憲
法
９
条
の
改
悪
に
反
対

し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
井
上
監
査
（
８８
才
）

は
、
多
く
の
ビ
ラ
を
も
っ
て
、
通
行

人
に
寄
り
添
っ
て
ビ
ラ
を
渡
し
、

日
中
友
好
の
大
切
さ
を
訴
え
ま

し
た
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
お
二

人
の
姿
に
は
７０
代
の
私
た
ち
は
、

お
わ
り
に 

今
回
は
、
わ
ざ
わ
ざ
横

断
幕
を
見
に
き
た
り
、
が

ん
ば
っ
て
下
さ
い
と
声
を

か
け
ら
れ
る
な
ど
、
通
行

す
る
人
の
反
応
が
よ
く
、

３０
分
く
ら
い
で
ビ
ラ
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
来
年

も
、
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。 

監
査
及
び
中
国
帰
国
者
の
山
根

さ
ん
の
７
人
で
、
２
０
０
枚
の
ビ
ラ

を
配
り
ま
し
た
。 

日
中
不
再
戦
の
訴
え 

私
は
、
マ
イ
ク
を
も
っ
て
通
行
中

の
人
や
商
店
街
の
人
に
つ
ぎ
の
３

点
を
訴
え
ま
し
た
。 

一
、
今
日
は
、
８３
年
前
の
一
九

三
一
年
に
中
国
の
奉
天
（
現
在
の

９
・
１８
柳
条
湖
事
件
８３
周
年
街
頭
宣
伝 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

瀋
陽
）
駐
留
の
日
本

軍
が
、
鉄
道
爆
破
事

件
を
起
こ
し
、
こ
れ

を
中
国
側
の
仕
業
に

み
せ
か
け
て
、
中
国

東
北
部
へ
の
戦
争
を

始
め
た
日
で
す
。
中

国
で
は
「
九
・
一
八
」

（
チ
ュ
ウ
・
イ
ー
パ
ー
）

と
呼
ん
で
忘
れ
ら
れ

な
い
日
で
す
。 

二
、
こ
の
年
か
ら

一
九
四
五
年
八
月

十
五
日
の
ア
ジ
ア
太

平
洋
戦
争
の
敗
戦
の

日
ま
で
、
約
十
五
年

間
戦
争
を
つ
づ
け
ま

し
た
。
こ
の
侵
略
戦

争
で
中
国
人
を
は
じ

柳
条
湖
事
件
（
１
９
３
１
・
９
・
１８
） 

街
頭
宣
伝
＝
日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部 

 

９
・
１８
、
今
日
は
、 

十
五
年
戦
争

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
満
州
事
変
」

（
１
９
３
１
年
）
の
勃
発
の
日
で
す
。 

こ
の
戦
争
は
日
本
軍
が
、
中
国

東
北
部
の
奉
天
（
現
瀋
陽
）
郊
外
の

柳
条
湖
で
、
自
ら
線
路
を
爆
破

し
、
中
国
人
の
仕
業
に
見
せ
か
け

て
始
め
た
戦
争
で
し
た
。 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
で

は
、
こ
の
日
に
当
た
り
、
倉
敷
駅
前

で
１１
：
００
～
１２
：
００
ま
で
街
頭

宣
伝
を
し
ま
し
た
。
「
日
中
不
再

戦
」
「
集
団
的
自
衛
権
反
対
」
「
日

本
を
再
び
戦
争
す
る
国
に
す
る

な
」
６
人
の
参
加
で
チ
ラ
シ
２
０
０

枚
を
配
り
ま
し
た
。 

ビ
ラ
配
布
に
は
、
５
人
の
理
事
の

他
、
元
会
員
も
参
加
し
ま
し
た
。 

掛
け
声
を
か
け
て
配
布
す
る

と
、
多
く
の
乗
降
客
が
受
け
取
り

「
あ
あ
、
今
日
は
満
州
事
変
勃
発
の

日
か
」
「
郷
土
の
政
治
家
犬
養
木
堂

が
当
時
の
軍
部
の
手
で
暗
殺
さ
れ

た
の
で
す
ね
」
と
７０
歳
く
ら
い
の
女

性
が
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
「
私
は

満
州
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
２１

年
に
引
き
上
げ
て
帰
り
ま
し
た
。

あ
の
戦
争
の
た
め
に
大
変
な
目
に

遭
い
ま
し
た
。
今
の
安
倍
さ
ん
の
政

治
を
見
て
い
る
と
ま
た
戦
争
を
す

る
の
で
は
と
心
配
で
す
。
今
日
ご
案

内
を
い
た
だ
い
た
日
中
文
化
講
演

会
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１０
月
１
日
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

石川 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

例
年
の
三
光
荘
屋
上
か
ら
、
今

年
は
オ
ラ
ン
ダ
ど
お
り
（
天
満
屋

う
ら
）
の
喰
助
（
ク
ウ
ス
ケ
）
に
う
つ

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
め
ず
ら
し
い
料
理

を
味
わ
い
ま
し
た
。 

 

参
加
１１
人
で
な
ご
や
か
に
行
わ

れ
、
お
酒
、
食
事
も
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
宴
も
深
ま
る
に

つ
れ
て
、
自
然
と
太
極
拳
に
話
題

が
移
っ
て
い
く
。
会
員
の
勧
誘
の
や

り
方
、
表
演
を
す
る
、
チ
ラ
シ
を

配
る
、
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
々
。 

 

今
回
は
、
青
木
（
次
男
）
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ネ
ッ
ト
活

用
の
助
言
を
も
ら
い
ま
し
た
。
練

習
に
も
来
て
下
さ
い
！ 

ま
た
、
ど
う
い
う
指
導
を
求
め

て
い
る
の
か
！ 

経
験
年
数
・
個
人

に
よ
り
求
め
て
い
る
も
の
は
違
っ
て

い
る
等

々

い
っ
ぱ

い
で
ま

し

 

た
だ
、 

②
の
初
級
ク
ラ
ス
は
人
数
が
４
人
と

な
る
た
め
、
月
３
回
の
開
講
と
な
り
ま

す
。 ③

の
中
級
ク
ラ
ス
も
人
数
が
３
人

と
な
る
た
め
、
開
講
日
か
時
間
数
の

調
整
が
必
要
で
す
。 

 

大
変
困
難
な
状
況
で
す
が
、
あ
ら

た
に
中
国
語
を
学
ぶ
人
を
受
け
入
れ

や
す
い
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
数
を
で
き
る

だ
け
減
ら
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
宣
伝

な
ど
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
真
田
） 

 

クラス 開講の曜日と日時 会 場 

①  入門・初級 毎土曜日 13時～15時 岡輝公民館 

②  初級 毎月曜日 10時～12時 岡西公民館 

③  中級 毎月曜日 13時半～15時半 旭公民館 

④  中級 毎火曜日 19時～20時半 旭公民館 

⑤  上級 毎月曜日 19時～21時 京山公民館 

 

 

９
月
14
日
日
曜
日
の
10
時
か

ら
岡
輝
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
が
連
休
に
あ
た
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
５
人
と

少
な
く
残
念
で
し
た
。 

 
し
か
し
、
第
26
期
の
ク
ラ
ス
編

成
を
決
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
事
前
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
意

見
を
ま
と
め
て
い
る
ク
ラ
ス
も
あ

り
、
ま
た
、
当
日
電
話
で
の
意
思

確
認
も
行
い
、
現
状
と
お
な
じ
５

ク
ラ
ス
が
運
営
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

た
・
・
・
・
・ 

初
参
加
の
原
に
と
っ
て
は
、
み

な
さ
ん
の
太
極
拳
に
対
す
る
深
く

熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

最
後
は
竹
内
先
生
の
三
三
拍
子

で
締
め
ま
し
た
。 

原 

清
治 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 87  

竹内和夫 

 

 

教科書をつくろう（６） 

A： 古い文部省唱歌「ふじの山」（１９１０）を歌いましょう。問

題はこのなかから。 

  １、あたまを雲の 上に出し 

     四方の山を 見下ろして 

    かみなりさまを 下にきく 

     ふじは日本一の山。 

  ２、青空高く そびえたち 

     からだに雪のきものきて 

    かすみのすそをとおく ひく 

     ふじは日本一の山 

練習問題（５） 

１、この詩のなかにある形容詞は、どれですか？ 

  辞書の形は、なんですか？○8 と○9 を練習して表を        

  つくりなさい。 

２、動詞は、どれ？ いくつある？ それぞれ 5段か   

  1段か、⑮と⑯を復習して活用表をつくりなさい。 

３、ローマ字で 1番を 4行で書きなさい。 

B： 日本一はニッポンイチと読むのですか、ニホンイチでも

いいのですか？ 

C： 先生がアンケートでしらべた（1994 年）結果は、ニホン

イチが（男 213 人、女 208 人）、ニッポンイチが（男 85

人、女 80 人）だったそうだ。10 代から 60 代の 600 人

ちかい人の回答だ。大学生の夏休みの宿題だったん

だ。この唱歌ではニッポンイチとうたうことになっている

が。 

Ａ： さて教科書は、どんな字を基本にするのかね？ 

                     つづく 

 

第
25
期
中
国
語
講
座 

 

受
講
生
・
講
師
の 

交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

８
・
６
太
極
拳
ビ
ア
・
パ
ー
テ
ィ
ー 

太
極
拳
終
了
式
で
修
了
証
と
皆
勤
賞 

第
８２
期
の
終
了
（
９
・
１７
）
に
あ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
表
演
の
あ
と
、
今

期
の
新
入
生
、
原
清
治
さ
ん
に
修

了
証
（
写
真
左
は
し
）
、
３
人
に
皆
勤

賞
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。 
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